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｢長

街

展
｣

文

革

草

と
天
海
の
凄
盛
鐸
氏
の
所
赦
し
て
ゐ
た
西
域
費
兄
の
文
書

十
適

一
組
の
も
の
が
数
年
前
望
見
都
に
渡
っ
て
溜
た
と
き
に
､

●ヽ

1
見
す
る
横
倉
を
も
っ
た
｡
こ
.の
一
連
の
文
書
は
そ
の
の
ち
忙

京
都
の
右
隣
館
の
所
蔵
に
蹄
し
た
経
ず
で
あ
る
｡
す
べ
て
唐
の

●

北
庭
都
路
府
の
文
書
で
あ
.つ
て
∵
そ
の
日
附
は
開
元
八
年

(七

二
〇
)
か
ら
同
十
年

(
七
二
二
)
ま
で
の
も
の
で
あ
り
'
そ

の

内
容
は
､
二
三
の
例
外
を
除

い
て
､
七
通
ま
で
が

｢
長
行
馬
｣

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
o

′

｢
長
行
満
｣
と
は
騨
馬
'
舗
馬
に
封
す
る
語
で
P,後
者
が
ノl｢
騒
一

ご
と
の
乗
り
緩
ぎ
ーの
馬
｣
な
る
に
封
し
て
､｢
乗
り
通
し
の
馬
｣･

の
意
味
で
あ
る
.
だ
か
ら
こ
9
11.I一義

(
同
時
に
そ
の
制
度
)
/紘

騨
伊
の
制
の
存
す
る
と
同
時
に
嘗
然
あ
っ
た
注
す
の
も
の
で
あ

る
け
れ
ど
も
､
苗
S
記
録
に
怯
あ
ま
り
兄
か
抄
な
S
言
案
で
あ

I

っ
て

(唐
代
の
も
の
で
は

『
安
藤
山
車
蹟
』
･に
見
え
る
こ
′七
を

･
〆

藤

.
枝

.晃

森
鹿
三
氏
か
ら
教
示
せ
ら
れ
喪

)∵
そ
の
制
度
の
や
や
詳
細
に
･

判
る
の
些
光
代
ま
で
降
ら
ぬ
ば
在
ら
な
い
jO
す
在
位
も

'『永
楽

大
典
』
の
'『
姑
赤
』
浸

よ
る
と
'
鰐
馬
の
僻
典
を
う
け
る
資
格

の
な
5
着
､
ま
た
は
資
格
の
あ
る
者
で
も
制
限
以
上
の
馬
を
用

ゐ
る
者
が
自
己
の
負
槍
で
用
ゐ
る
馬
が
こ
の
名
で
呼
は
紗
'
㌢

′

た
~
騨
停
砂
設
備

のな
い
地
方
の
公
用
携
行
に
封
L
で
官
よ
り

長
行
馬
を
拾
す
る
規
程
な
ぞ
が
見
え
驚

そ
の
輝
か
'
義

行
i

l
J
S
ふ
言
葉
の
兎
代
に
お
け
る
使
は
れ
茅
に
つ
いl
て
路
､
Sも

係
が
な
小
か
ら
､
も
れ
は
別
の
磯
食
に
詮
-
こ
と
と
し
た
い
予

む
の
文
書
に
見
冬l
る
度
行
監
は
右
に
あ
げ
た
寧

1の
場
旬
に

5P

ち
か
S
も
の
で
拳
る
が
､
さ
う
い
ふ
し
′紋
的
な
軒
の
で
夜
八

I

重
-
特
殊
な
も
の
の
様
で
あ
る
P

す
な
は
も
､
静
の
醇
路
の
賂
/

鮎
で
あ
る
西
州
､
(今
月
顔
･L
l.考

㌢
ン
)
と
､
妄

こ
か
ら
山
孝
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ー1し

k

.し

越
え
た
北
に
あ
る
北
庭
と
の
問
を
連
絡
す
る
た
め
の
制
度
で
あ

っ
て
､
文
書
に
ょ
つ
て
は

｢南
北
長
行
馬
｣
と′

欄
と
ぐ
に
記
さ

れ
る
｡
北
庭
都
護
府
に
,は
長
行
坊
な
る
磯
銅
が
設
け
ら
れ
て
､
ノ

ー
こ
れ
を
扱
っ
て
ゐ
.花
も
の
ら
L
i
.
そ
し
て
'
途
中
の
事
故
に

つ
い
て
は
詳
戯
な
規
程
が
あ
っ
た
ら
し
く
､
文
書
は
､

S
づ
れ

＼

も
､
由

州

(
て
こ
は
騨
侍
が
あ
る
･&
ら
長
行
坊
と
は
小
技
す
牧

鳥
所
と
い
ふ
)
も
し
-
は
途
中
の
見
張
所
な
ど
か
ら
北
庭
の
長

行
坊
に
宛
て
た
途
i
･臥
事
故
の
報
告
書
で
あ
る
.

I/(.

七
通
の
文
書
の
全
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
o
L

■
･

●

●
.

∴
験
不
有
他
故
具
報
者
叉
英
日
得
槍
丘
永
崇
王
寛
子
藁

依

●

●

●

●

検
前
件
馬
去
戊
南
三
選
験
息
凍
痩
〔射
〕
致
死
有
賀
地
政
者

●

●

つr●

騎
馬
既
無
他
故
患
凍
痩
窮
死
有
賓
□
格
子
季
節
自
皮
如
牧

●

●

●

領
皮
宍
田
買
輸
約
不
得
破
損
頭
皮
の
具
録
戯
上
長
行
坊
者

●

.課
鎌
状
上

/

●

●

件
状
加
商

諸株開
元
七
年
三
月
廿
八
日

成
併

-劉
善
(:F
閑
)

~ヽ′一

~＼

食
､

ィ1㌧〔酸
秦
〕
戊

状
上

北
庭
長
行
馬

∵
疋
留
数

牒

(宋
字
)
∴

-

■

●
●

衷

三
月
廿
七
日
碍
馬
子
李
貞
山則
新
種
今
月
内
迭
酉
州
司
馬

●

●

●

●

●

戯
至
酉
州
却
廻
到
交
河
馬
兜
息
療
達
郎
困
乏
不
能
前
進
貞

●

●

●

●

●

節
経
願
陳
牒
蒙
判
駿
馬
既
痩
牌
息
漸
行
JJ
去
交
河
北
朴
垂

●

●

●

●

●

敵
国
不
行
員

馴
途
向
酸
柔
戊
取
草
錨
経
宿
俸
飼

一
歩

一
能

●

●

●

行
至
酸
東
南
三
里
〔速
〕
倒
地
不
能
起
至
経

一
日
夜
看
守
途

●

●

●

●

●

即
致
死
既
是
骨
格
静
乞
拾
〔験
〕
恐
室
北
庭
不
練
馬
死
所
由

●

9
｡

●

●

●
.

･
請
裁
者
駄
科

官
伐
堺
致
死
不
是
轍
軽
思
息
須
親
換
購
入
廃

しu

EiiZl
■
l
､

〓(
符
群

･

状
上

長
行
馬

一
疋
着
日
段

山
赤
段

1
留
放

一
赤
段
.一
層
段
｣
瓜ヽ＼･
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.
段

一
口
段

●

●

●

●

右
上
件
等
馬
尭
名
西
州
迭
便
乗
徒
痩
弟
例
息
凍
疹

●

●

●

●

●

∵

療
潜
不
損
漸
加
困
翼
因
致
死
既
是
官
馬
不
敢
獣
諸

●

●

件
状
如
商

議
牒

･
屯

開
元
七
年
三
月

日

群
頭

〉超
元
爽
牒

.+

甲
官
戊
守

･
王
文
鴫

儲

懐

義
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･･ (四)

～

J

右
件
状
上

●

南
北
長
行
使
馬
料
断
乞
付

掛
諸
掛●

牒
件
状
如
前

議
牒

●

●

爾
謀
妖
上●

●

牒
件
状
東
南

謹
牒

開
元

十年三
月

開
元
七
年
八
月

日
典

/

蘭
官
都
督

山
塊

口
や(花

押
)

円
典
王
揚
牒

口
子
李
賓
伸

二
｢
rl

(
上
映
)

l
●

●

解
超
文
牒
将
来
如
其
不
薦
寄
留
請
牒
北
庭

●

●

馬
坊
途
開
即
知
鹿
賀
者
馬
子
蓋
嘉
憤
依

●

●

●

●

馬
萱
疋
准
状
堆
門
稀
寄
北
庭
耽
無
文
牒
未

●

借
株
北
庭
都
護
府
勘
報
其
罵
倒
請
附
来
去

西
州
牧
馬
所

状
上●

●

西
州
行
死
馬
皮
愛
張
票
鎮
静
情
交

●
マ
､

-
●

●

右
件
死
馬
徐
皮
出
賓
棒
銀
敏
郎
酪
謹

●

●

件
状
如
前

-護
株

.p:.

-開
元
十
年
三
月

■
-･7串･･1

室
准
耽
謹
牒

開
元
八
年
四
月
廿
五
日
典
楊

(
印
文

｢
西
州
都
護
之
軸
J
)

L

槍
□
了t.

(

花
押
)

換
校
官
優
俵

/

廿
日

日
典
王
悼

曙/率

西
州
準
馬
節

状
上

長
行
破
愛
頭
自
鹿
又

●

●

●
9
｡

.
右
件
死
鴎
除
皮
出
費
得
鑓
武
備
東
銀
式

′

長
行
馬
面
疋

1
際
般
十
11.7

1
常
殿
八
!

右
得
酸
東
成
歌
碑
上
伸
馬
蓮
使
西
州
却
過
行
室
成
南
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_

'T

_

因
患
疹
凍
及
痩
猶
致
死
験
他
故
異
状
上
北
庭
者

.

●

●

●

●

･
鏡
検
上
件
馬
毛
色
蘭
歳
輿
帳
案
同
皮
両
張
到
-

●

●

1

･宍
鑓
不
到
請
虚
分

(
廿
二
年
十
月
十
七
日

､
束
洋
史
談
話
骨
大
骨
詩
嘩
)

(附
託
)
講
演
の
あ
と
で
､
森
鹿
三
氏
か
ら
､
ま
た
､
羅
振
玉

氏

『
貞
抵
堂
西
陣
秘
結
叢
穣
』
の
中
の

『
開
元
磯
牒
』
と
題
せ

ら
れ
た
も
の
の
中
に
北
庭
抄
長
行
坊
の
文
書
が
あ
る
こ
と
を
教

示
せ
ら
れ
喪
.

＼

『
開
元
域
牒
』
淀

は
す
べ
七
で
七
通
の
文
書
が
あ
る
が
t
,こ

の
内
五
通
は
一
連
の
も
の
で
､
開
元
九
年
六
月
か
ら
七
月
に
か

け
て
､
北
庭
の
長
行
坊
の
秋
季
の
馬
糧
の
支
給
に
つ
り
て
の
文

書
で
あ
り
'
そ
の
内
に
見
え
る
典
の
楊
思
節
な
る
も
の
は
､.
港

そ
ら
-
李
氏
の
文
書
の
第
四
に
み
え
る
典
の
楊
某
で
あ
ら
う
タ
･

恩
ふ
打
､

1
所
に
田
土
し
た
も
抄
が
一
部
は
羅
氏

の
.車

に
入

り
'
別
の
1
部
が
李
氏
の
手
に
障
し
た
も
の
′で
あ
ら
う
.
羅
氏

コ(
一■

開
元

九
年
六
月

JH
典
楊
箇

9
･

轟
常
官
捧
願
丞
李
仙(学

名
)

(別
肇
)付
司
悉
出
馬
枚

～
十
二
日

六
月
十
二
日
銀
等

･

.k

横
線
事
参
事
有
苧

仲

井
依
前
不
由

一

′

-

(上
紋
)伍
疋
ロ
口
頭
馬
伍
疋

●

/
●

右
各
得
所
由
歌
碑
上
伸
馬
夏
季
料

)1I
- 76.- ､

己
豪
支
給
誌
其
秋
季
料
有
馬
□
状
＼

●

●

J
卦
依
槍
上
件
馬
秋
季
料
末
文
有
署

●

長
行
馬
愛
他
愛
拾
疋

i
●/
●

右
得
尋
常
官
李
他
等
状
稗
上
件
馬
夏
.

●

季
料
己
蒙
支
給
託
英
秋
季
料
未
有
虚

●

●

●

分
牒
奉
者
依
桧
上
件
鴇
秋
季
料
末
文

●

有
茸
函
馬
長
行
為
等
葱

一
百
廿
疋

秋
季
料
牒
倉
曹
准
式

仙

(.層
雲

悉
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三
日

三
日

政

利

虚

分

･(
枕
絵
)

倉
曹

′舟

嶺

虚

分

五
日

(
紙
縫
)

･-

〆

七
月
五
日
線
番

,
錬
事
象
等
有
字

牒
件
状
如
前
今
以
状
牒
虚
分
得
牒

開
元
九
年
七
月
三
日

典

尋
常

官

牲

典
楊
節
-

七
月
三
日
受
其
月
三
月
行
未

練
事

悉
検
無
口
ロ
ロ

粉
薬
不
日

六
日

牒
鰍
秦
蓮
如
静
謹
掛

＼

pHりJ一

錬
尊
重
等

ロ
ロ

牒
忠
節
六
月
根
己
蒙
支
給
詑
英
七
月
披
講
虚

もヽ

か
謹
掛

開
元
九
年
七
片

〆

七
月

日
典
闘
定

長
行
典
楊
節
七
月
聴
取
減
数

(
下
紋
)

I

(
胃
甫
)

中
村
不
折
氏
伊
藤
の
西
域
文
書

の
中
に
右
の
.諸
文
と

】
連
を

な
す
長
行
串
の
文
書

の

一
断
片
が
あ
っ
て
､
同
氏
の
『
鶴
城
轟
蹟
事
故

潜
流
考
』
巻
下
及
び
金
紋
何
編
『
涜
秒
速
珍
』
三
な
ど

に
紹
介
せ
ら
れ

て
あ
る
の
に
気
づ

い
た
｡

こ
れ
に
は
羅
氏
新
顔
の
も
の
の
±

)
(

五
)

/

と
拘
じ

有

季
の
賓
名
が
あ
Sa
.
邦
字
も
同

一
隼
嬢
で
あ
る
｡

飴
自
称

な

い
か
ら
七
二
貫
に
そ
の
艶
文
を
の
せ
る
｡


